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高校生のみなさんへ 
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 建設業は、私たちの街を作り、人々の生活を支える産業です。その仕事は、

土木・造園・しゅんせつ・舗装・建築・型枠大工・機械土木・コンクリート・

鉄筋・板金・屋根などの工事や、地質調査、測量、建設コンサルタントなど多

くの活躍の場があります。 

 この冊子は、建設業の仕事の内容やその魅力を少しでも多くの高校生のみな

さんにお伝えしたいと思い作成しました。興味を持ったページから読んでいた

だき、建設業への理解を深めていただけると幸いです。 

 社団法人栃木県建設業協会 

 会 長 渡 邉 勇 雄 

 

「 建設業の夢と魅力 」 の発刊によせて 

高校生のみなさんへ 
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  都市洪水に対処するために、道路の  

 下に水を調整するためのトンネルを掘 

 ったり、道路の材料に廃棄物を再生処 

 理したブロックを使ったりなど、目立 

 たない所でも人々の安全や環境を気遣 

 い社会貢献しています。 

トピックス 

  したがって、私たちの仕事では、様々な職種に

携わる人々の仕事を理解し、コミュニケーション

をとることが大切となります。 

  このように、土木建設物は、様々な職種、と

び・大工・コンクリート工業などの、人々の協力

によって完成します。                      

 また、土木工事は人や物を動かして、形あるも

のを作り上げていくダイナミックな仕事なので

す。 

 土木工事業は、自然を多く取り入れた河川の護

岸作りに見られるように、環境に配慮した土木技

術の発達により、人々の暮らしに潤いを作り出し

て行きます。また、「災害に強く人に優しい」社

会を作るためにも、ますます重要となります。 

    土木工事は、道路・橋・鉄道・ダム・河川・ト

ンネル・区画整理・下水道など、私たちの生活に

欠かせない様々な建設物を作る仕事です。 

  私たちの仕事は、建設物を作るために必要な

技術
わ ざ

やノウハウを利用して、工事を行うことで

す。 

  安全や環境に配慮し、皆さんの暮らしに役立つ

建設物を作るよう努力しています。 

  私たち土木技術者は、建設物の設計を行い、そ

の施工方法をしっかり理解し、工事に携わる人た

ち全員に確実に伝え、その協力を得ることによっ

て、はじめて工事を進めることができます。  

 

土木工事業のしごと 

土木工事業の概要 

地図に残る建設物を作りだす やりがいのある仕事です！ 

将  来  性 

０１ 

 道路・橋・鉄道・ダム・トンネルなどを作っています。      



  設計者はユーザーの望む建築物をオーダーメイ

ドでひとつひとつ設計し、現場監督は設計者の設

計意図を理解し、それを様々な職種の技術者に伝

えます。そして、工事に関わる全員が一致協力し

て一つの建物を作り上げていくのです。 

 施工中の連帯感、そして完成したときの達成感

は、私たちが働く原動力となっています。 

 地震に強い免震・耐震技術を取り入れた工事が

新築建物ばかりでなく、既に立っている建物にも

採用されはじめています。また、全ての人が使い

やすいデザインや、省エネルギー、健康に気遣っ

た建物など、ライフスタイルの変化とともに技術

は日々進化しています。21世紀の社会のニーズに

応えられる国土づくりを担う建築工事は、今後ま

すます重要な役割を果たすことになります。 

    庁舎・学校・図書館・病院などの公共施設や、

マンション・ホテル・事務所ビル・工場・スポー

ツレジャー施設などの民間施設が、街にはたくさ

ん作られています。                                                                            

 建築工事業は、これらのあらゆる建築物をつく

る仕事です。衣・食・住の「住」を担う産業であ

り、私たちが快適に住み、安らぎ、働き、活動す

るために欠かせない産業です。 

 私たちの仕事は、ソフト・ハードの技術を駆使

して、建築物の企画・設計・施工・維持管理を行

うことです。 

 建築物も、様々な立場・職種（型枠大工工事、

消防、施工工事など）の人々の協力によって完成

します。 

建築工事業のしごと 

建築工事業の概要 

 建築の技術は日々進化しています！ 

将 来 性 

０２

・スケジュールの立案 

・工事費の概算 

●実施設計 

・建築設計 

・設備設計 

・許認可申請代行 

■一般的ビル建築の工程（例）■ 

栃木県立宇都宮工業高等学校  新校舎 

０２ 

 ビルや住宅、スポーツ・レジャー施設などの建築物を作っています。      

 



 

  （専門高校実践教育導入事業） 

 建設技術者・技能者による生徒への実

践的指導などを通して将来の建設産業を

支える優秀な人材の確保・育成を実現す

るため、国土交通省が平成20年度より、

文部科学省の「地域産業の担い手育成プ

ロジェクト」と共同でスタートさせた事

業です。地域の連携に基づいた取り組み

を支援します。 

●建設業人材確保・育成モデル事業● 

 地域ごとに建設業界と都道府県等教育

委員会、専門高校（工業高等学校等）と

が連携した「人材育成連携推進委員会」

を設置し、地域建設業界のニーズを踏ま

えた工業高等学校等における実践的なも 

のづくり人材育成プログラムを開発･実施

します。 

 ①生徒の企業・現場実習、②建設事業

者等による学校での実践的指導、③教員

の高度な技術・技能習得が中心となりま

す。生徒のみならず教員も高い実践力を

習得することを目指します。 

 平成22年度は、栃木県（栃木県建設業

協会・栃木県教育委員会）のほか、４つ

の県がモデル地域として選定されました。 

 栃木県では群馬県とともに、平成20年

から全国に先駆けてこのモデル事業に取

り組んでいます。 

事業実施機関 高校名          事 業 概 要 

【教育界】 

 栃木県 

 教育委員会 

 

【建設業界】 

 (社)栃木県 

 建設業協会 

  宇都宮工業 

   高等学校 
 

  今市工業  

   高等学校 
 

  真岡工業 

   高等学校 

  栃木県の建設業界の将来を担う 

 人材育成のための教育課程や専門 

 高校と建設業界の連携方策等を検 

 討し、建設業界のニーズを踏まえ 

 た実践的な人材育成実施プログラ 

 ムを通して、専門知識・技術を身 

 につけた人材の育成を図る。 

（主な実施事業） 

・建築・土木現場を対象とする新技術・新工法等についての技術力の向 

  上を目指した企業実習。 

・建築工事業、土木工事業、電気工事業等の経営者、技術者・技能者に 

  よる授業。 

・企業技術者の授業を通じ、木材加工、電気工事等の副教材の検討。 

・建設関係企業の現場における安全管理等の共同研究。 

文部科学省 

実 施 体 制 

栃木県教育委員会 

連 携 

 Ⅰ 栃木県立 

  宇都宮工業 

  高等学校 

(社)栃木県 

  建設業協会 

コーディネータ 

   配 置 

・地域ニーズ調査 

・活動計画の策定 

・実習企業先選定 

・指導講師選定 

・モニタリング等 

建設関係企業 

地 域 産 業 

 

 
企業実習、現場実習 

の充実 

   安全管理等の共同研究 

  高度技術習得で指導力 

 アップ 

  指導者用教材開発 

学校での実践的指導力

と技術力アップ 

副教材の開発 

参加 参加 

専 門 高 校 

生 

徒 

教

員 
 

    

技

術

者

な

ど 

 Ⅱ 栃木県立 

  今市工業 

  高等学校 

 Ⅲ 栃木県立 

  真岡工業 

  高等学校 

 栃木県人材育成連携推進委員会 

栃木県県土整備部 

とちぎの地域産業界の担い手育成 

国土交通省 

 栃 木 県 で の 取 組 み 

      実    施    内    容 

   選     定     モ     デ     ル 

      推   進   体   制 

         概     要 

当事業の取組を 

次のページから 

詳しくご紹介します 

０３ 



土木施工管理技術・技能の習得を目的に、１０日間の土木実習を行いました。 

（実習内容）土木施工管理技術・技能の習得 

（実習期間）平成２２年１０月２９日～１１月１２日のうち１０日間 

●現場実習の日程と内容 

 １日目 現場実習（みずほの通り）、水準測量の体験  

 ２日目 ビデオ鑑賞 

 ３日目 現場実習（みずほの通り）、水準測量の体験 

 ４日目 現場実習（みずほの通り）、先輩との懇談 

 ５日目 現場実習（みずほの通り）、写真撮影、内業   

 ６日目 現場実習（みずほの通り）、側溝、距離測量    

 ７日目 現場実習（さつきロード付近）、水準測量の 

     体験 

 ８日目 現場実習（さつきロード付近）、水準測量、 

     コンクリートの打設 

 ９日目 現場実習（さつきロード付近）、水準測量、 

     車線引き 

 10日目 現場実習（みずほの通り）、水準測量、内業 

     写真撮影 

●生徒の感想 

 

 

   

 

 私はたくさんのことを学ぶことができまし 

た。また会社の方々や多くの作業員の皆様方に

お世話になりました。仕事を体験させていただ

き、私は仕事の難しさや社会の厳しさを学ぶと

ともに充実した10日間を送ることができまし 

た。 

 現場では橋の建設作業を見させていただきま

した。バックホウやブルドーザー、クレーン車

などの重機の作業を見ることができてとても感

動しました。また、測量や道路や重機の掃除な

どの仕事や道路の補強工事の作業を実際に体験

させていただきました。なれない道具を使った

作業はとても難しい作業でしたが、貴重な体験

をさせていただき勉強になりました。 

 建設業の仕事を体験して、建設業は専門の知

識がたくさん必要であり、現場では危険な作業

が多かったですが、ひとつの大きな建造物を何 

ヶ月もの時間をかけて造りあげることができて

とても素晴らしい職業だと思います。学んだこ

とを活かしてこれからの学校生活をがんばって

いこうと思います。 

土木施工管理技術・技能を体験

宇都宮工業高等学校 土木科・２年 

 現場実習 

 報告書 

 ●実習の成果 
  自ら測量作業を体験し、仕事に対する責任の重大さ 

 を身につけることができた。また、土木、建設現場で 

 のいろいろな知識や安全対策などについて学び、スケ 

 ールの大きい建設機械が周囲に細心の注意を払いなが 

 ら移動している様子を見て安全管理が重要なこと知っ 

 た。現場実習を体験し測量機器をより迅速に据え付け 

 する方法を習得することができた。現場実習を体験し、 

 安全第一の重要性、建設業への興味･関心がさらに高 

 まった。  

０４ 

光波測距儀の体験 １ 
光波測距儀の体験 ２ 

道路改築工事現場 



現場実習を通して、建設業界の必要性やすばらしさを体験するとともに、建設業に対する理解と関心

を深めることを目標に、10日間の土木実習を行いました。 

（実習内容）建築現場監督の業務内容 

（実習期間）平成２２年１０月２９日～１１月１２日のうち１０日間 

●生徒の感想 

 私が初めて建築現場に入ったのは、御幸コミュニティーセンター改築工事の現場でした。初めての現場だっ 

たので、緊張と丌安でいっぱいでしたが現場の人達が優しく接して下さったので緊張しすぎずに集中して作業 

ができました。現場での実習は墨出し、トランシットの据え方、土間、犬走りの鉄筋などの写真撮影のお手伝 

いでした。仕事の流れが分かるだけでなく、作業のポイントなどを教えて頂き大変勉強になりました。印象的 

だったのが、鉄筋の組立を見学することが出来たことです。普段の授業ではイメージするだけなのですが、柱 

や梁が一本一本組上がる現場は大変迫力がありました。鉄筋を組み立てる時はネットの取り付けや命綱を付け 

たり、職人さんは命がけで仕事をして、初めて一つの建築物が完成することを実感しました。 

  

  次の現場は鹿沼市の村井保育園改築工事の現場でした。現場は御幸の現場より規模が大きく驚きました。こ 

の現場ではコンクリート量を出す計算に初めて挑戦しました。実際にコンクリート打設作業を見学することが 

でき、基礎はこのようにして出来ていることを知りました。コンクリートのボリューム計算では自分の計算結 

果とあまり違いがなかったのでうれしかったです。大変だった事は基礎の墨出しでした。一日かけて墨出しを 

して型枠大工さんがその墨に沿って型枠を置くところに立ち会うことが出来て大変達成感がありました。この 

現場実習での体験や学んだことをこれからの学校生活に生かしていきたいと考えています。10日間、本当にお 

世話になりました。ありがとうございました。将来、現場でお会いできるように一生懸命がんばります。  

 建築現場監督の業務内容を体験 

宇都宮工業高等学校 建築科・２年 

 現場実習 

 報告書 

 ●実習の成果 

    学校では実施が困難なことを学習し習得出来た。建設現場を事業所側から体験することにより建設業 

  や建設現場を再認識できた。  
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旧英国大使館別荘の敷地と周辺調査及び建物の調査を行い、これらの体験を通して建設的な技 

術と知識を学び、さらには歴史を学び、文化財への興味関心を深めること、また、企業の方と接する

事により社会人としてのマナーを学ぶことを目的に10日間の実習を行いました。 

（実習期間）平成２２年８月５日～２３日のうち１０日間 

●生徒の感想 

・古い建物を調査する事により、昔の人の技術に感心してしまった。 

・建物が、いろいろな部分で工夫されており、参考になった。 

・調査をするには、部材名・工法など、沢山の知識が必要だと思った。 

・とても楽しかった。 

・調査をしていると、当時の人の生活がよみがえってきておもしろかった。 

・現場が遠く大変だったけど、調査がまとまった時は充実感で嬉しかった。 

旧英国大使館別荘の敷地と建物を調査 

今市工業高等学校 建設工学科・２年 

 現場実習 

 報告書 

 ●実習の成果 
  実測調査を通して、工法や部材名を覚えるとともに、歴史的建造物に対する興味・関心が深ま 

  り、建設に対する意識が高まった。また、現場の人達と接することにより、社会人としての基本 

  的ルールを身につけることが出来た。 

０６ 



現場実習を通して、建設業界の必要性やすばらしさを体験するとともに、建設業界に対する理解と関心

を深めることを目標として、１０日間の実習を行いました。 

（実習内容）土木施工管理（雨水調整池整備工事） 

（実習期間）平成２２年１１月８日～１１月１９日のうち１０日間 

●生徒の感想 

  普段の学校生活では体験できない、貴重な経験をすることができ

ました。作業員のみなさんも優しく、丁寧に指導しくれました。み

なさんと一緒に作業しているうちにもっと仕事をしたいと思うよう

になりました。また、自分が図面に描いたものが実際に残っていく

という仕事は、私たち建設科にとってやりがいのある仕事だと思い

ました。私も近い将来、建設業に携わりいろいろな現場へ行き、地

図に残るような建造物をたくさん造って行きたいと思います。 

   

  現場に着くとたくさんの重機が動いており、「現場に来たなぁ」

という感じがしました。初めての経験で初日はなかなか慣れませんでしたが、何日かすぎると落ち着いて作業

ができました。現場の社員のみなさんはとても優しく、いろいろな話をきかせてもらいました。また、自分た

ちのしていることがどんどん形になっていくのを見て、将来建設業関係の仕事に就きたいと思いました。あっ

という間に過ぎた２週間でしたが、いろいろな知識や技術を収得することができました。このような機会があ

ればもう一度、会社のみなさんと仕事がしたいと思いました。 

雨水調整池整備工事の現場を体験 

真岡工業高等学校 建設科・２年 
 現場実習 

 報告書 

 ●実習の成果 

  現場実習を通して、施工管理や熟練技術者の方々の技術を学ぶことができ建設業界に対する理解が図れた。  
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現場実習を通して、建設業界の必要性やすばらしさを体験するとともに、建設業界に対する理解と

関心を深めることを目標に、１０日間の実習を行いました。 

（実習内容）土木施工管理（配水管工事） 

（実施期間）平成２２年１１月８日～１９日のうち１０日間 

●生徒の感想 

  今回は、いろいろなことを学ぶ事ができました。実習

に行く前は、土木・建築の工事に関してもっと簡単なも

のだと思っていました。しかし、１つの現場を工事する

だけでも、他の会社と連携して仕事をしたり、工事に使

う部分を調達するなど予算や工期を考えながらの仕事は

とても大変でした。また、現場で作業する前にも、仕事

内容をプリントにしたり、作業の予定表を作成するなど

現場だけが仕事ではないと感じました。しかし、そう

いった仕事をなんなくこなし、社会に貢献している社員

のみなさんはかっこよかったです。 

  工事現場は、どんな環境でも臨機応変に対処すること

や無駄のないように仕事をすることが大切だと学びまし

た。土木の技術だけではなく、勉強や、地域の人たちと

のコミュニケーションが必要だと思いました。 

仕事する時は集中し、休憩の時は笑いの絶えない現場

で、とても楽しい２週間でした。普段の学校生活に戻っ

ても、メリハリをつけて勉強や部活動をしていきたいと

思います。 

 配水管工事を体験しました 

真岡工業高等学校 建設科・２年 

 現場実習 

 報告書 

 ●実習の成果 
  現場実習を通して、施工管理や熟練技術者の方々の技 

  術を学ぶことができ建設業界に対する理解が図れた。  

０８ 
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   ５ 路盤工完了     ６ 舗装完了 



現場実習を通して、建設業界の必要性やすばらしさを体験するとともに、建設業に対する理解と関心

を深めることを目標に、10日間の建築施工管理実習を行いました。 

（実習内容）建築現場監督の業務内容 

（実習期間）平成２２年１０月２９日～１１月１２日のうち１０日間 

●生徒の感想 

     この度の２週間の現場実習を経験させていただき、 

 いろいろなことを学ぶことができました。特に、挨拶 

 や返事が大切であり、分からないことを分からないま 

 ま作業するのではなくて、「もう一度教えて下さい」 

 「これで良いでしょうか」と、質問や確認をする習慣 

 が身に付いたと思います。 

  また、１つのミスや１つの無責任な行動が、企業の 

 信頼に大きく影響することを実感しました。全ての作 

 業をこだわりや責任を持って成し遂げていくことの重 

 要性を学べたと思います。 

  慣れない私に丁寧なご指導をして下さり、大変有り 

 難うございました。この経験を将来の進路に役立てて 

 いきたいと思います。 

建築施工管理の現場を体験 

真岡工業高等学校 建設科・２年 

 現場実習 

 報告書 

 ●実習の成果 

  現場実習を通して、施工管理や熟練技術者の方々の 

 技術を学ぶことができ建設業界に対する理解が図れた。 

０９ 

   断熱シート切り 

   断熱シート張り １ 

   断熱シート張り ２ 

    ボ ー ド 張 り 

     全    景 



（目   的）３級技能士(配管)取得に向けた技術・技能の習得 

（受講期間）平成２２年１０月２８日、１２月２日、１６日の３日間 

●企業技術者による授業の日程と内容 

１０月２８日（木） 
 ・事業説明、講師挨拶、講話、本日の作業および課題説明 
 ・金切りのこによるパイプ切断作業（練習） 
 ・ビニル管用のこによるパイプ切断作業、面取り作業 
 ・オスタ型パイプねじ切り機によるねじ切り作業（練習） 
１２月 ２日（木） 
 ・３級技能士課題説明・器具の使い方説明、本日の作業説明 
 ・金切りのこによるパイプ切断およびパイプねじ切り機による 
  ねじ切り作業 
 ・組み立て作業 
  ・組み立て作業（２人１台組み立て） 
１２月１６日（木） 
 ・３級技能士課題説明  本日の作業説明 
 ・パイプ切断およびパイプねじ切り作業、組み立て作業 
  （１人１台組み立て） 
  ・パイプ切断およびパイプねじ切り作業、組み立て作業 
  （１人１台組み立て） 

 ・横水栓取り付け作業  

 ３級技能士(配管)の技術を習得 

宇都宮工業高等学校 インテリア設備科・２年 
 企業技術者 

 による授業  

  報告書 

 ●実習の成果 

  今回の技術指導では、作業はパイプの切断やねじ切り、配管の組立てまでを全て手作業で行った。これ 

は初めての経験であり、あらためて配管作業の原理や原則、さらに多くの実践的な技術・知識を得られた 

ようである。設備工業での教科の授業で配管材料や配管に対する知識は学習しているが、パイプを切断す 

る際の注意点、ねじを切る際のねじの長さ調節の難しさ、塩ビ管の長さ調節など材料の種類によって様々 

な注意や技術が必要であることを学ぶことができた。 

  準備した材料を組立てる作業には、水漏れがないだけではなく、寸法の大切さ、さらには見た目の美し 

さまで注意を払う必要があることを指導していただき、生徒だけでなく教員も大変勉強になった。 

   また、実際の現場では無駄をなくし効率よく作業を行うことが必要で、正確さや丁寧な作業の他に効率 

 的な作業が要求される等、実践的な技術・知識について学習することができた。 

  また、昨年度は技術指導を受けた生徒で、建築配管技能検定を９名受験し全員が合格し、成果を上げる 

ことができた。さらに合格者の中から本年度２級建築配管技能検定を受験する生徒２名に対し、作製手順 

や作製する際の注意点を指導いただくことができ大変勉強になった。 

１０ 

     作業手順説明 

    パイプのねじ切り作業 

 工具(ﾘｰﾏ)の使用法説明  管長測定作業  蛇口取付工具による配管組立 完成作品 



（目   的）電気設備に関する基礎知識や安全作業について学び、電気配線器具組立てなどの実習 

        を通して、実践的な技術・技能を習得する。 

（受講期間）平成２２年１２月７日、１５日の２日間 

●企業技術者による実践的指導の内容 

（１）電気設備に関する基礎知識 

（２）電気設備の保守点検、維持管理について 

（３）電気設備における安全作業について 

（４）電気配線機器の組み立て 

（５）技術者としての心構え  

電気配線器具組立を実践 

 今市工業高等学校 電気科・２年 
 企業技術者 

 による授業  

  報告書 

 ●生徒の感想 

  ・電気設備の基礎や、保守・点検について学び参考になりました。 

  ・安全のプロとしての自覚、基本を守り抜く忍耐心、事故を起こさぬ責任感を学び、参考になりました。 

  ・手袋一つで命が助かり、道具一つもとても大切な役割があることがわかりました。 

  ・ショートの実験は、ものすごく印象に残りました。 

  ・コードの製作では、ネジ締めが丌足していて反省しました。 

  ・点検では、人の持つ五感を使って調べることが大切なことも学びました。 

  ・今回の授業では、第二種や第一種電気工事士試験の内容と重なる部分もあり、話が理解できとても面白 

    い授業でした。 

  ・コードの製作では、中学の時とは異なり本格的な作業でとてもよかったと思います。 

  ・電気災害の感電や、電気火災や配電線波及停電などについてわかりました。また漏電遮断器が動作した 

    らどうすれば復旧できるか、手順についても学ぶことができました。 

  ・ＡＥＤの使い方が分かり、とても参考になりました。 

１１ 

●実践的指導の成果  

 電気設備に関する基礎知識

や安全作業について学び、電

気配線器具組立て実習を通し

て、実践的な技術・技能を習

得した。 



（目   的）軽量形鋼を用いたプレファブ構法の特徴を学び、軽量鋼構造に関する専門的な技術 

        ・技能を習得する。 

（受講期間）平成２２年９月２８日、１０月４日、８日の３日間 

●生徒の感想 

 ・基礎工事での測量は、実習と違い実践的で役にたった。 

・建物を建てるには、基礎工事を丁寧に、そして正確におこなう事がその後の工事に重要だとわ

かった。 

・建て方において、常に水平と垂直を意識しておこなうことが大変だった。 

・ボルトを締めるにも、順番と技術が必要である事がわかった。 

・建築物を組み立てるのは、１人ではできず、まわりの人と協力する大切さを知りました。 

ﾌﾟﾚﾌｧﾌﾞ構法による小屋の製作 

 今市工業高等学校 建設工学科・３年 
 企業技術者 

 による授業  

  報告書 

 ●実習の成果    

       プレファブ構法による小屋の製作を通して、軽量鋼構造に関する基礎基本を習得し、それに関する 

  技術・技能を習得させることができた。  

１２ 



（目   的）外溝工事関連企業の技術者によりガーデンエクステリア工事の方法を学び、技術向上に  

        つながる研鑽を積む。  

（実習期間）平成２２年１０月２５日、２６日、２７日のうち３日間 

●企業技術者による実践的指導内容 

  １日目   墨出し・ベースブロック・ベース型枠、コンクリート打設、ブロック積・整地等、 レンガ積等      

  ２日目   ブロック積・門柱・芝張り等、デッキ張り工事・下地石張り等、ブロック積・門柱・芝張り等、デッキ張り工事、 

     下地石張り等 

 ３日目 塗装仕上・花壇工事等、バーベキューコンロ工事・フェンス工事、周辺清掃・後かたづけ 

ガーデンエクステリア工事実習 

 真岡工業高等学校 建設科・２年 
 企業技術者 

 による授業  

  報告書 

１３ 

●実践的指導の成果 

  住宅敷地におけるガーデン

エクステリア工事の工程を理

解し、家づくりと関連させた

庭づくりの楽しさを実感させ

ることができた。   

●実践的指導の成果  

 先輩方が昨年度の授業で建設した「コットンキャビン」を完成させるこ 

とを目標に、ベテランの職人さん方に「匠の技」を教えていただきながら 

「ガーデンエクステリア」を完成させることができました。 

  授業を通して技術者の方々の「ものづくり技術・技能」を学ぶことがで 

きたとともに、完成させたときの達成感・充実感を得ることができました。  



ＧＰＳ測量の技能・技術の習得と三次元レーザースキャナーの技能・技術の取得を図るために、教

員が企業を訪問し、実習を行いました。 

（実習内容）ＧＰＳ測量の観測計画、外業、内業および三次元レーザースキャナーの操作 

（実習期間）平成２２年１０月２２日、２６日、２９日の３日間 

 

 GPS測量と三次元ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ 

 宇都宮工業高等学校 土木科・教員 
   教員の 

 企業実習  

  報告書 

１４ 

●先生の企業実習レポート 

１日目  

 ・ＧＰＳ測量は本来、観測計画、外 

  業、内業の順で行われるが、教員 

  側の都合により、外業、内業観測 

  計画の順に企業実習が行われた。 

  初日の外業では、観測する上での 

  注意点や作業規定について詳しく 

  説明を受けた。実際に計算処理ソ 

  フトを使用して測量の成果を点検 

  したり、疑問点などを聞くことが 

  できた。 

２日目  

 ・三次元レーザースキャナーの使い 

  方と取得したデータをどのように 

  加工し、測量に利用していくかを 

  知ることができた。未知な部分が 

  多くあるため、今後の土木教育に 

  活かしていくことができるよう、 

  生徒達が興味を示すような魅力あ 

  るテーマをいくつか検討する必要 

  性があると感じた。 

３日目  

 ・ＧＰＳ測量の観測計画について実 

  習を行った。ＧＰＳ測量は、観測 

  中に特に動きがほとんどない替わ 

  りに、観測計画の善し悪しが観測 

  精度に大きな影響を与えることを 

  知った。実際にトータルステーシ 

  ョンを使用して行った上空視界の 

  調査は、今後の教育活動において 

  非常に重要な経験をさせていただ 

  いた。 

観測データの整理 観測データの確認 

三次元レーザースキャナー本体 三次元データ取得画面 

天空図 屋上の測点についての説明 



本校設定科目である、銅板葺きの技術を身につけ、生徒に知識と技術を還元することを目的に、 

教員が屋根仕上げの作業に携わり、伝統技法を習得しました。 

（実習内容）屋根の銅板葺きの理解と屋根施工に関連する工事の理解 

（実習期間）平成２２年１２月１８日、２６日、２９日の３日間 

 

 屋根の銅板葺き技術と屋根施工 

 今市工業高等学校 建設工学科・教員 
   教員の 

 企業実習  

  報告書 

１５ 

●先生の企業実習レポート 

１日目  

 ①屋根仕上げ(銅板葺き)について 

  平板葺き、瓦棒葺きの施工手順および 

  使用材料等についての説明 

 ②現場実習 

  木造２階建て住宅の現場にて、屋根仕 

  上げについて以下の項目の研修を行っ 

  た。 

  ・施工方法の確認 

  ・工具の使い方 

  ・作業(唐草の取り付け、ルーヒィン 

   グの固定 他) 

２日目  

 ①外壁仕上げ(張り紙)について 

  鉄板および窯業系サイディング張りの施工手順および 

  使用材料等についての説明 

 ②現場実習 

  木造２階建ての住宅の現場にて、屋根仕上げについて 

  以下の項目の研修を行った。 

  ・施工方法の確認 

  ・工具の使い方 

  ・作業(ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ銅板屋根材の取付、はぜの処理 他) 

 ◆銅板の特性に対する理解の深化、施工手順、および銅 

  板の平板葺きの一連の作業に携わり、必要とされる技 

  術・技能について触れることが出来た。はぜや棟の施 

  工については、雨仕舞の面からも特に技術が必要とさ 

  れるものであった。 

３日目  

 ①屋根仕上げ(銅板葺き)について 

  銅板に関して以下の項目の研修を行った。 

  ・銅の有する特性 

  ・瓦棒葺きの施工 

  ・平葺きの施工 

 ◆銅板の特性を活かした手法と、銅板葺きで造られた社 

  寺仏閣、それらを多く有する旧日光市についても併せ 

  て知ることができた。また、学校設定科目である「伝 

  統技法」の各項目の理解の深化と確認を行うことが出 

  来た。 



住宅内装に関わる業務を理解することを目的に、教員が企業を訪問し、内装工事の現場作業補助

を行いました。 

（実習内容）内装工事(塗り壁・カーテン等）の現場作業補助 

（実習期間）平成２２年１０月６日、１５日、２１日の３日間 

 

 住宅内装工事の現場 

  真岡工業高等学校 建設科・教員 
   教員の 

 企業実習  

  報告書 

１６ 

●先生の企業実習レポート 

塗り壁について（日光市内や宇都宮市内の現場にて） 

＜使用材料＞ 

 ・使用材料は「ダイアトーマス」と呼ばれる製品で、カルシウムやミネラルを含んだアメリカの化石であ 

  る。ノンホルムアルデヒドでありエステ用・土壌改良用・サプリメント用にも多用されているもので、 

  最も安全な材料とされている。 

 ・多孔質の為、空気の清浄・臭いの吸着・湿気の吸収放散・マイナスイオン発生といった性能に優れてお 

  り、高弾性・高軟性の為、割れにくく壁紙の上からでも簡単に塗り上げることができる。 

 ・施行後に、釘・ビス等を打ち付けても割れやひびの心配はいらない。 

 ・価格は、クロスの２倍以上となってしまう。 

 

 

 

 

 

＜作業上の注意点＞ 

・塗りものは気候が重要であり、急激な温度・湿度の変化が影響し、施工時期としては４～５月頃が最適 

 である。 

 ・早く乾き過ぎるとひび割れの可能性があり、遅過ぎても次の工程に影響がでる。 

 ・壁下地の状況を把握し、平らな下地処理が要求される。 

 ・塗りものなので、施工の善し悪しで仕上がり具合いが決まる。 
   

「カーテン」について（宇都宮市内や益子町内の現場にて） 

＜作業上の注意点＞ 

・採寸の際は、取り付け位置だけでなく、周囲の状況（換気扇・コンセント・エアコ 

 ン照明・建具類）を把握しておかなければならない。 

・レールを取り付ける際は、壁下地の状況を充分に考慮しておくことが重要である。 

・一連の内装仕上げ等が終了した後に行う作業なので、周囲への傷付けを注意する。 
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◆目的  

   建設業や電気工事業の技術者と工業高校の生徒が直接対話のできる機会を設けて、生徒の企業への関心やキャリア 

   意識の高揚を図ることを目的に開催しました。 

◆成果  

   ・ 建設業が「街をつくり、人々の生活を支える」重要な産業であることを深く理解することが出来ました。 

  ・ 生徒が仕事に積極的に携わっていこうとする心構えを育てることが出来ました。 

 

 建設業仕事説明会を開催しました 

 宇都宮工業高等学校・今市工業高等学校・真岡工業高等学校 

   建設業 

 仕事説明会 

  報告書 

１７ 

●宇都宮工業高等学校 

１ 参加生徒 土木科・建築科・インテリア設備科・電気科・電子科 201名 

２ 協力企業等 県内企業・（財）建設業振興基金・（社）栃木県建設業協会・栃木県教育委員会 

３ 講  師 コーディネータ・栃木県電気工事部会長 等 

  生徒の声：建設業の職種が色々あることを知りました。今まで建設業に興味がありませんでしたが今回の説明会 

 に参加して興味を持ちました。社会の厳しさが十分理解出来ました。人材ではなく人財となれるよう、努力して 

 いきたいです。コミュニケーションの重要性について理解出来ました。電気工事業について理解出来ました。 

●今市工業高等学校 

１ 参加生徒 建設工学科・電気科 80名 

２ 協力企業等 県内企業・（社）栃木県建設業協会・栃木県教育委員会 

３ 講  師 コーディネータ・栃木県電気工事部会長 等 

  生徒の声：現場の様子がよくわかり、挨拶や、きちん 

 とした服装が大切なんだと感じた。挨拶や休まないこ 

 となど基本的な事が大切だと知った。建築物を組立て 

 るのは、一人ではできず、周りの人と協力する大切さ 

 を知った。自分たちの造ったものが、残る仕事ってい 

 いなと思った。 

●真岡工業高等学校 

１ 参加生徒 建設科・電気科 80名 

２ 協力企業等 県内企業・（社）栃木県建設業協会・栃木県教育委員会 

３ 講  師 コーディネータ・栃木県電気工事部会長 等 

  生徒の声：建設業の３つの役割や、いろいろな事業 

 などが分かりやすく理解できました。また、建設業 

 の仕事の内容や資格について様々なことを知ること 

 ができました。将来の進路選択の参考にし、今後の 

 学生生活に生かしたいと思います。 



3次元レーザースキャナーの活用方法と特徴、活用の効果について研究しました。  

（実施期間）平成２２年１１月２５日 

 
  ３次元ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰの活用と 

      教材開発に関する研究    

 宇都宮工業高等学校 土木科・２年 
  企業との 
 共同研究  

  報告書 

１８ 

●講習風景 

                               

  ◆３次元レーザースキャナーの特徴 

   レーザースキャナーはカメラによる画 

  像データおよびスキャニングによる３次 

  元点群データの２種類のデータが取得可 

  能である。カメラの画像によって点群デ 

  －タに色情報を取り込むことができる。 

   また、レーザースキャナーは観測点か 

  ら見える対象物の面形状を点群として計 

  測することができ、複数の観測点から点 

  群データを得てそのデータを１つに結合 

  することが可能である。 

◆３次元レーザースキャナーの主な活用例 

・路面形状計測 

 道路の維持・補習のメンテナンス計画を策定するために活用 

・構造物調査 

 橋梁・鉄塔などの大型構造物のメンテナンスの管理に活用 

・トンネルの内空断面計測 

 カーブや合流など複雑な形状をしたトンネルのデータ取得が可能 

・ボリューム計測 

 土工事における運搬土量、現場における採掘量、処分場の埋め立 

 て量、砂防ダムの堆積量等の計測に活用 

・河川・ダム堤防計測 

 地形を３次元にすることで洪水、流水などのシュミレーションデ 

 ータとして防災分野へも活用 

・遺跡調査 

 ３次元点群データを記録することで考古学的検証が可能 

◆研究内容詳細 

研究を通して得られたこと 

・スキャナーによってこれま 

 での外業の時間が短縮され 

 る。 

・現場全体のイメージが３次 

 元でリアルに表現できる。 

・現場でデータを確認しなが 

 らパソコンで処理できる。 

・器械の重さが16Kgというこ 

 ことや格納箱も大きいため 

 移動が容易でない。 

・点群データが膨大な為、内 

 業での必要なデータ処理に 

 時間を要する。 

◆生徒の感想 

  普段の実習ではトータルステーションやレベルなど、自分たちの目で観測しなければならず、よい 

 精度を出すには大変苦労しましたが、この３次元レーザースキャナーは据え付けさえ出来てしまえば 

 自動的に観測ができることにとても感動しました。これからもこういう講習の機会が増えていったら 

 いいと思いました。 

 

  

 



（目   的）建設現場での安全教育を学び、危険予知と安全対策についての考え方を習得する。  

（実施期間）平成２２年９月２８日 

 

 建設現場での安全について学びました 

今市工業高等学校 建設工学科・２年 
  企業との 
 共同研究  

  報告書 

１９ 

●実習風景 

◆生徒の感想 

 ・法律を守る事が安全につながることを知った。 

・話し合いの疑似体験をとおして、事故を事前に防げることを知り、勉強にな 

 った。                                   

・どんなに立派な建造物を造っても、事故をおこしては、大変なんだなと感じ

た。 

・安全に対して、もっともっと意識して行かなければならないと思いました。 

・講師の話は、わかりやすく、良く理解できた。 

・事故をおこすと、本人ばかりではなく、周りの人達におおくの迷惑や、悲し

みを与えてしまうので、これからは、自分の行動に注意したいと思います。 

・常日頃から、危険予知の意識が大切だと思いました。 

◆実習の成果 

 現場で実際に行われ

る、危険予知の話し合 

いを疑似体験する事に 

より、危険に対しての 

心構えを学び、さらに

は、安全と法律の関係 

を知る事により、法律 

遵守の重要性を再認識 

することができた。  



（研究内容）生徒の現場実習における安全管理について  

（研究方法）建設業労働災害防止協会栃木県支部指導員の指導の下、生徒が現場実習時に 

               取り組まなくてはならない安全管理について確認する。 

（実施期間）平成２２年１０月２８日 

 

  現場実習における安全管理   

 真岡工業高等学校 建設科・２年 
  企業との 
 共同研究  

  報告書 

２０ 

●講習風景 

◆研究内容(概要） 

 講義  

    ○建設現場について・・・・・事故を起こすと大きな損失が生じる 

   ○危険予知について・・・・・ハインリッヒの法則、潜む危険ヒューマンエラー、不注意行動 

 演習  

    ○コミュニケーション力・・・リーダーの必要性 

   ○現場に合った服装・・・・・安全点検ポイント 

    ○法令遵守・・・・・・・・・安全帯について      

                 高さが２メートル以上での墜落の危険がある 

                 作業場所では安全帯を使用しなければならない 

                 ヘルメットについて 

  ○就業の心構え・・・・・・・一人は企業を代表する 

                大きな挨拶 

                知識を吸収し多くを経験する 



現場実習を通して、建設業界の必要性やすばらしさを体験するとともに、建設業界に対する理解と

関心を深めることを目的に企業見学を行いました。 

（実習内容）建設現場において土木施工管理等の技術力の向上を図る。 

（実習期間）平成２２年７月５日 

 

  橋梁工事現場・宇都宮工業高等学校 

      新校建設現場を見学しました 

 宇都宮工業高等学校 土木科・３年 
   生徒の 

 企業見学  

  報告書 

２１ 

●現場見学風景 

   

●生徒の感想 〔橋梁工事現場〕  
・ブリッジの上に昇ったら、すごく大きい現場 

 でびっくりした。 

・普段では見ることのできない作業中の橋の上 

 を見せていただいて良かった。 

・高いところでは安全帯が必要であることを実 

 感した。 

・高力ボルト締め付けはおもしろかった。 

・高力ボルトの締め付け体験ができて良かった。 

・高力ボルトはすごいと思った。 

・貴重な話が聞けて良かった。 

・現場の人に質問できてよかった。 

橋梁上部構造物見学 新校建設工事見学 

●生徒の感想 〔新校建設現場〕  
・多くの人が協力して一つの物を作っていることが良 

 いと思った。 

・それぞれの構造物が大きくて驚いた。 

・細かい工程がたくさんあり大変だけど、みなさんが 

 真剣に仕事をしていた。 

・ＯＢの方の話が聞けてよかった。 

・安全管理の大切さを先輩方に教わりました。 

・現場監督の話を聞いて、一番心に残ったのは、造っ 

 たものが地図に残るということです。私もそんな誇 

 りのもてる仕事に就きたいと思いました。 

・専門用語でわからないものがあったので、もっと勉 

 強しようと思いました。 

安全帯を着用しての高所見学 高力ボルト締め付け機体験 



東京スカイツリ―の見学を通して最新技術と最新工法に対しての関心を深めること、また、これから

の建設業のあり方について考察することを目的として行いました。 

（実習期間）平成２２年１１月１０日 

 

 東京スカイツリ―を見学しました 

 今市工業高等学校 建設工学科・３年 
   生徒の 

 企業見学  

  報告書 

２２ 

●現場見学風景 

   

 

・スケールの大きさに 

 驚いた。 

・デザインにも、色々 

 な思いがはいったデ 

 ザインなのだと知る 

 ことができた。 

・建設重機も、はじめ 

 て見るようなものば 

 かりだった。 

・建設工学科に入学し 

 て良かったとおもっ 

 た。 

・将来、自分でもあん 

 な建物を建てられる 

 ように一生懸命勉強 

 したいと思います。 

・ものすごく、感動し 

 た。 

  

●生徒の感想 

 

 

 



土木工事の壮大さや建築工事のすばらしさを体験するとともに、建設業界に対する理解と関心を深

めることを目的に現場見学を行いました。 

（実習内容）建築施工管理 （実習期間）平成２２年１０月１３日 

 

 湯西川ダム本体建設・付替県道４号トンネル工事 

女性自立支援ｾﾝﾀｰ(仮称)新築工事・SUMIKAプロジェクト 

 真岡工業高等学校 建設科・２年 
   生徒の 

 企業見学  

  報告書 

２３ 

●現場見学風景 

   

橋梁上部構造物見学 新校建設工事見学 

●生徒の感想  

（土木ｺｰｽ）普段の学校生活では決して見ることができないダムやトンネルの建設工事を見学することがで 

 き、土木工事の壮大さを知ることができました。この貴重な経験を将来に生かしていきたいと思います。

（建築ｺｰｽ）建築工事現場には多くの専門工事会社の方々が関わっていることを知ることができました。ま 

 た、有名な建築家によるSUMIKAプロジェクトの建築を拝見しその斬新なデザインとアイデアに驚きまし 

 た。将来は人に優しい快適な空間を造り出せる建築技術者を目指していきたいと考えました。    
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 社団法人栃木県建設業協会と栃木県教育委員会では、国土交通省・文部科学省の補助事業として、平成２０年度から

３年間、建設業人材確保・育成モデル事業に取り組んで来ました。この事業は「建設業界の次世代を担う人材の確保・育

成」を図ること「熟練の技術者や建設技能労働者が有する技術と技能を次世代に伝承」することを目的に実施しました。こ

の取組の軌跡と成果をご紹介します。 

   建設業人材確保・育成モデル事業３年間の成果 

人材育成プログラムの開発と実践 

 

 ・３年間で、2985人の高校生、38人の先生が建設業の現 

     場等で、技術・技能の体験や習得をしました。 

 

  

   ・３年間で、高校生や教員の現場実習や授業に協力して 

    下さった建設業の会社は191社でした。 

 ・たくさんの会社の方々が、高校生の皆さんへ、「建設業の 

    技能や技術を習得して欲しい」「仕事の魅了を知って欲し 

    い」「社会人として成長して欲しい」「建設業に就職して欲 

  しい」などと、応援と期待のエールを送っています。 

 

 

  

  ・建設業の方々の熱いエールに対して、高校生も応えて 

     います。生徒の現場実習後のアンケートでは、「社会人 

  ・職業人として働く意欲や情熱が向上した」と答えた高校 

  生は、H20に100％、H21に90.2％、H22に91.8％でし 

  た。現場の体験が印象的だったようです。  

    

 ２４ 

総勢3023人の高校生と先生が参加！ 

協力して下さった会社数は191社！ 

働く意欲が高まった高校生は９０％以上！ 

 

・高校生が実践的な知識や技術・技能に触れることで、学 

  習意欲が高まり、主体的な職業選択能力や職業意識が 

  向上することを期待して実施しました。  

・ 実施内容は、建設業の現場実習や企業技術者による実 

  践的授業などです。 



建設業人材確保・育成モデル事業３年間の成果 

 ２５ 

 

人材育成プログラム 平成20年度 平成21年度 平成22年度

参加生徒 24名 参加生徒 47名 参加生徒 54名

協力企業 13社 協力企業 24社 協力企業 33社

参加生徒525名 参加生徒349名 参加生徒322名

協力企業 20社 協力企業 20社 協力企業 15社

参加教員 14名 参加教員 15名 参加教員  9名

協力企業 12社 協力企業 14社 協力企業  8社

参加生徒201名 参加生徒361名 参加生徒361名

協力企業  5社 協力企業 11社 協力企業 11社

参加生徒194名 参加生徒191名 参加生徒356名

協力企業 10社 協力企業 10社 協力企業 12社

⑥共同研究

①生徒の現場実習

②企業技術者による授業

③教員の企業実習

④建設業仕事説明会

⑤学校設定科目[伝統技法]の新設・継続

⑬「人材育成連携企業ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ」の作成

今市工業高等学校

宇都宮工業高等学校
今市工業高等学校
真岡工業高等学校

①生徒・保護者など300名参
加(真岡工業高等学校)
②全国産業教育ﾌｪｱにて成果
発表(つくば国際会議場）

開発教材５テーマ

開発教材１テーマ

技能検定(建築大工)３級受
験者25名

技能検定(建築大工)
３級受験者20名

技能検定(建築大工)
３級受験者17名

㈳栃木県建設業協会とモデ
ル校３校

⑦成果発表会の開催

⑧副教材の作成

⑨ビジュアル副教材(ＤＶＤ)の作成

⑩生徒の企業・大学等見学

⑪資格取得の奨励

⑫ホームページ等で事業内容の発信

宇都宮工業高等学校
今市工業高等学校
真岡工業高等学校

今市工業高等学校

宇都宮工業高等学校

生徒・保護者など約
200名参加(今市工業
高等学校)

開発教材５テーマ

開発教材２テーマ

㈳栃木県建設業協会
とモデル校３校

宇都宮工業高等学校

生徒・保護者など約
160名参加(㈳栃木県
建設業協会)

開発教材４テーマ

㈳栃木県建設業協会
とモデル校３校

  当事業では、生徒の現場実習や企業技術者による授業などの「人材育成プログラム」により、高校生のみ

なさんが建設業の現場を体験できる機会をたくさん設けました。これにより数々の成果が生まれました。その

一部をご紹介します。 

      ※  色付きの項目は、栃木県の特徴的な取組です。 

３年間の主な取組と実績です 

Owner
テキストボックス

Owner
テキストボックス



建設業人材確保・育成モデル事業３年間の成果 

 ２６ 

栃木県の特徴的な取組 

 前のページでもご紹介したとおり、栃木県では、他県のモデル地域と比較して特徴的な 

取組を実施しました。   ①建設業仕事説明会    ②学校設定科目「伝統技法」の実施  

③ビジュアル副教材（DVD）の作成   ④ホームページ等での事業内容の発信  ⑤「人材 

育成連携企業データベース」の作成  ⑥建設関連企業向け 「現場実習・インターンシッ 

プ受入マニュアル」の作成 などです。 

主な実践成果 

 ①参加した生徒さんの変容 

  学ぶ目的の明確化や社会性の向上、進路選択への前向きな姿勢が見られました。 

 ②教員の資質向上 

  現場での実務をすぐさま授業に還元し、実践的な授業展開が可能となりました。    

 ③学習環境の充実 

  企業で使用される工具類等の購入により、授業内容の改善が図られました。 

 ④教育界と産業界との連携強化 

  インターンシップ等で築いてきた教育界と企業との協力関係が、一層深まりました。 

生徒事後アンケート集計結果（抜粋） 

  当事業に参加した生徒さんの生の声、アンケート結果の一部をご紹介します。 

これを読んでいるみなさんも、先輩や近所の人、親戚などで建設業に携わってい 

る人がいたら、建設業の仕事について聞いてみるなど、さらに建設業に興味を持 

っていただけると嬉しいです。 
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著しく向上した 向上した 変化なし 下がった

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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とても参考になった 参考になった

ある程度参考になった ならない
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十分深まった 深まった やや深まった 変化なし
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大変感じた 感じた やや感じた 感じなかった

Q 社会人・職業人として働く意欲や情熱は向上しましたか。 Q  今後の進路を考える上で参考になりましたか。 

Q  地域産業への理解は深まりましたか。 Q 社会人としての礼儀・作法の大切さを感じましたか。 
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